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　場所：風と緑の幼稚園に隣接する森「創造の森」（宇都宮市下栗）
　東西の長さ　約100メートル
　南北の長さ　約40メートル
　全体面積　　4000㎡
　全体の形　　長方形
　作業実施日：　2011年5月25日～7月12日
　作業者：　　当団体の活動に参加している若者を中心にのべ54人
「創造の森」　キーワード＆コンセプト
緑　　　　　　創造　　　　　　多様性
風　　　　　　Our　　　    四季　　　　　　　命
子ども達が自由に伸び伸びと遊び、
自然とのふれあいを通じてたくさんの発見や驚き、
命の営みに出会うことができる森。
好奇心や創造性、子ども達の無限の可能性を引き出す森。

Ⅰ.木の名前の看板取り付け　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　木の名前を書いた看板を取り付けました。表の木の面に木の名前が書いてあり、それをめくると木についての説明が書いてあります。子どもたちが少しでも木や植物に興味を持ってほしいです。
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Ⅱ.杭打ち　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　古くなったり、腐ってしまったりした遊歩道の杭を新しいものに作り変えました。
　全体の約30％の150本ほどの杭を取替えました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　[image: image3.jpg]



Ⅲ.ネザサ刈り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　子どもたちが安全に安心して道を歩けるように、遊歩道や森の中に生えたネザサや下草を定期的に刈っています。
遊歩道に生えたネザサは根っこから刈り、遊歩道以外の森の中に生えたネザサは全部刈らずに、高さをそろえて森らしさを残しながら見た目が良くなるように手を入れました。
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Ⅳ.幼稚園のイベント　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
幼稚園の子どもたちと一緒に遊ぶイベントを、今回は4回行いました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　　創造の森が完成して一年が経ちますが、先生方と子どもたちだけで森に入るだけでなく、いろいろな企画を開催することで森に対して安心感や親しみを持ってもらえることを目的とした。まずは森に入る楽しさを子ども達や先生方に伝え、これからもっと森に入

ってもらえるようにイベントを企画。

　　・全体進行　　トチギ環境未来基地
　　・補佐　　　　　各回幼稚園の先生方
　　・クラス運営　　　　
　　　　　年少　77人（4クラス）　→　2クラスに分かれて実施
　　　　　年中　107人（4クラス）→　2クラスに分かれて実施
　　　　　年長　56人（2クラス）　→　1クラスに分かれて実施

年少さんは、イベント時間の大部分を、全員で森の中を歩いて散歩、さいごに自由に遊ぶ時間にしました。やはり年少さんはまだ自分たちだけで森の中を探検したり遊んだりするのは難しく、遊び道具のある場所や、ぼうけんの森で遊ぶ子がほとんどでした。年少さんの場合は、先生や私たち大人から、色々伝えて、一緒に遊んであげることが大事だなと感じました。
　　　　　[image: image6.png]
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年長さんのイベントでは、前半はみんなで並んで森の中を見て周り、後半20分くらいは、自由に遊べる時間を年少さんより長く取りました。幼稚園から虫取り網や虫かごを持ってきていたので、虫とりに熱中する子や、ビニール袋に様々な実を集める子など、みんなそれぞれ自由時間を楽しく過ごせていたようです。
[image: image8.png]




年中さんも、年少さん、年長さんと同じように、前半は全員で森探検、後半は自由時間という風にしました。年長さんの時のように、かごや網などは用意されていませんでしたが、木の枝などを使って土の中を掘ったり、虫を探したりと、積極的に森と関わろうとする姿が印象的でした。
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この回は未就園児を対象としたイベントで、子どもたちはお父さんお母さんと一緒に葉っぱを拾ったり、虫を捕まえたりして楽しそうに遊んでいました。スタンプラリーを幼稚園の方で用意してもらったので、シールを集めながら森を探検できるような企画になりました。いつもとは違った遊びにわくわくしている子どもたちの笑顔を見ることができ、とてもよかったです。
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· 木の名前の看板9つ取り付け
· 遊歩道の修復（境界木や杭打ち）
· 幼稚園のイベント4回実施
　5月から7月の間、創造の森には子どもたちの声が響いていました。イベントの時には幼稚園の子どもたちがたくさん遊びに来てくれて、創造の森も、幼稚園の森として活躍することができたのではないかと思います。これからもっと創造の森が素敵な森となって、子どもたちの笑顔と笑い声でいっぱいになってほしいです。





　
昨年、夏に植えた芝生の管理を行う。園庭を使うことが多いため、芝が一部はげてしまったり、
弱っている部分があるので、ケアを行い、育成を促す。

○　アフターケアを行う
　　・エアレーション（芝生に空気を送る）
　　・肥料まき
　　・水やり
　　・夏芝の種まき
　　　　↓
・夏芝の育成
　・園児が遊んで、駆け回っても耐えられる芝生をつくる





①　エアレーション（空気入れ）を行う。
· 芝生全体に、２０ｃｍ間隔で穴をあけ、空気を入れる。
②　夏芝の種をまく
· １００㎡あたり１㎏の分量で種をまく。
③　肥料をまく
· 芝生・土、全面にまぶすように肥料をまく。
④　水をまく
· 全面に、しっかりと水をまく。



成果
· エアレーション
· 肥料まき
· 水やり
· 種まき　　　　　　　　　　
↓
· 夏芝が定着した。
· 冬芝の植え替えが終了。
課題
　・なかなか根付かない場所の手入れ。



夏芝をまいたあと、芽が出て定着した様子が見られました。
また、幼稚園の方からは、「子どもたちが芝生（緑）に親しむようになった」、「虫がやってくるようになった」、などの感想を頂くことができました。
活動参加者からは、「子どもたちが芝生で遊んでいるのを見るとうれしい」、「まだ根付いていない部分の芝生が定着してほしい」という声が聞かれました。

５　感想





４　成果と課題
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３　活動内容





管理日数�
２日間�
�
�
活動時間�
１３時間�
�
�
活動人数�
８名�
�
�
場所�
風と緑の幼稚園・園庭(宇都宮市下栗)�
�
�
全体面積�
１００７㎡�
夏芝の種まき�
�
作業面積�
３５７㎡�
冬芝の植え替え�
�






２　活動報告





○　管理方法　○





１　はじめに











�





園庭グリーン化　プロジェクト(芝生の管理)





（　報告　：　大関　博子　）





プロジェクトの成果





第4回　7月9日





第3回　6月10日





第2回　6月7日





第１回　6月1日





イベント運営





題1回　　6月1日（水）　　燃焼


第2回　　6月7日（火）　　年長


第3回　　6月10日（金）　年中


第4回　　7月9日（土）　　そよ風教室


（未就園児・保護者の方）











ねらい





【作った木の看板】


・さくら　　・こなら　　・くぬぎ


・ひいらぎ　　・あおき　　・くり　　


・うるし　　・いぬつげ　　・ひのき








作業内容





作業概要





創造の森　プロジェクト





�





　昨年夏に完成した“創造の森”ですが、今年も継続的に整備を行っています。


　今年は新しいチャレンジでもある、幼稚園の子どもたちと遊ぶイベントも企画・運営し、より良い森を目指して作業を進めました。





おつかれさま


でした～★





�





�


ぴょんぴょん








�


輪投げ





�


シーソー





（　報告　：　東川　さゆり　）





プログラムの成果


遊具　3個





ペンキで色をつけて色別で遊べるように！





Ⅵ．ぴょんぴょん製作


①木材を適度な大きさに切る


②穴をほって①を埋める





プログラムの成果


看板　7個　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　植え付けした野菜　3種























オブジェ　4個


















































遊具　6個









































以上が子どもの森に増えました！
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かぶくんの成長





�


ハン君とぐりーちゃん





�


おとをきこう





�


きのこボード
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Ⅴ．輪投げ製作


①草刈り


②くじらの形に木材を並べて埋める


③なみの形に石を並べ埋める


④輪投げの輪を竹を切って作る


⑤輪投げの輪受けを枝を使って作る








Ⅳ．オブジェ製作


学びの森・食料の森エリアのオブジェを製作　


★おとをきこう


もりのおとを楽しむオブジェ


　①竹を針金と麻ひもでつないで設置








★かぶくんの成長


かぶとむしの成長を視覚的に学習できるオブジェ


　①石ねんどで幼虫とさなぎを製作


　②木材で幼虫とさなぎのBOXをつくり、


針金で木に設置








★きのこボード


しいたけのまめ知識がわかる看板


　①ベニヤをきのこのかさの形に切りペイント


　②長方形の木材に①をくぎでとりつけ、設置








★ハン君とグリーちゃん


たべものを育てて食していることへの感謝を


遊びを通して感じてもらうためのオブジェ


　①石に食料をペイント


　②食料がかかれた石を入れるBOXを木材で作成


　③木材でたけおとたけこ本体を製作





★カランカラン


竹下駄


　①竹を適度な大きさに切る


　②①にきりで二か所穴をあけ、ビニールテープをとおす
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Ⅲ．畑づくり


①草を刈り、耕す


②丸太でカブトムシの形になるように枠をつくる


③ポテトン（ちいさいジャガイモ）、


サトイモ、シカクまめを植え付け





�





Ⅰ．草刈り


遊歩道に生えている草を刈る





�





作業内容


Ⅰ．草刈り


Ⅱ．シーソー作り


Ⅲ．畑づくり








作業概要


場所�
栃木県塩谷郡高根沢町石末　付近�
�
広さ�
縦　74.6m 横　55m�
�
面積�
約3,784㎡�
�
作業実施日�
2011年5月23日から2011年7月15日　うち13日�
�
参加人数�
のべ80人�
�






�





Ⅱ．シーソー作り


①木曾となる丸太を15～20ｃｍほど埋めて固定


②シーソー部分をつくる


長めの丸太を用意し、座るところの皮をむく


③①と②を針金で固定


④③を竹でカバーして見た目を美しく！





活動目標


こどもたちが自由にのびのびと遊べる森をつくる


より楽しめる森になるように遊具やオブジェを製作し、設置する








Ⅳ．オブジェ製作


Ⅴ．輪投げ製作


Ⅵ．ぴょんぴょん製作








１．活動報告





子どもの森　プロジェクト
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子どもの森　プロジェクト





１．活動報告





子どもの森　プロジェクト





�





２．Conservation　Corpsプログラム　２０１１春　基本概要





今回の３大ニュース





１．活動人数　のべ１８５人　が参加！


（いわき市災害ボランティアを含めると、３１１人）


２．創造の森、子どもと遊ぶイベントを実施！


３．子どもの森、森を彩る看板や遊具が完成！











＊また、今回はいわき市への災害ボランティア(1泊2日、日帰り型)や、福島県の長期活動の拠点づくり、フクシマ環境未来基地の設立準備を行いました。











�





○ある1週間のスケジュール○


�
内容�
�
月曜日�
フリー�
�
火曜日�
フリー�
�
水曜日�
ワーク(子どもの森)�
�
木曜日�
学習イベントへの参加�
�
金曜日�
ワーク(バンブーチャレンジ)�
�
土曜日�
ワーク(子どもの森)�
�
日曜日�
ワーク(子どもの森)�
�






また、休みの日には買い物をしたり、鬼怒川へキャンプに行ったり、とちょっとした息抜きも。


　日常を過ごすことの有意義さとコミュニケーションの有効性を改めて感じました。





　　　　　　　　　　　プログラム概要 


　　　　　　　　　   


 期        間 


　　2011年５月18日（水）　～  ７月15日（金） 


　　　　　　   　　 　メ　　ン　　バ　ー 


　　６名


　　　　　　　  　　  生       　活 


　　共同生活。みんなで自炊。 


　　　　　　　   　　　活 動　場　所 


　　①子どもが遊べる子どもの森・創造の森づくり（宇都宮市・高根沢町） 


　　②園庭グリーン化プロジェクト（宇都宮市）　


　　③バンブーチャレンジ　竹林整備（那須烏山市）


　　その他…


　　　学習・イベントへの参加、短期合宿の運営サポート、


　　　いわき市での災害ボランティア　　　など


　 


　　　　　　　    運   営  体   制 


NPO法人　トチギ環境未来基地、 


NPO法人NICE（日本国際ワークキャンプセンター） 








Conservation Corpsとは？


　このプログラムの名称にもある「Conservation Corps」とは、米国で行われている、若者がチームで、長期間、地域貢献活動に取り組むプログラムで、年間約25,000 人もの若者が参加しています。若者がより良い地域をつくるための力として活躍し、参加する若者もその活動を通じて大きく成長し、日本でも注目されています。 


　トチギ環境未来基地は、このConservation Corps プログラムを日本で実現するために設立されました。将来的には、このConservation Corps を全国に展開し、若者達が各地で、よりよい地域、日本をつくるための行動を起こす、その活動拠点（未来基地）として広げていきたいと願っています。また、今回のプログラムもそうですが、日本からの参加者だけでなく、アジアからの参加者も加わります。 


　アジアの環境保全、アジアの豊かな未来をつくる将来のリーダーを、日本の若者と切磋琢磨しながら、一緒に育んでいきたいと願っております。 
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１．はじめに





　東日本大震災をうけまして、被災された皆様には心よりお見舞いを申し上げるとともに、一日も早い復興をお祈り申し上げます。





　４回目の開催となりました『Tochigi Conservation　Corps 2011春プログラム』は、チームとしては少人数での活動ではありましたが、栃木県内の森林整備や竹林整備などの活動をはじめとして、福島県いわき市での災害ボランティアを行うなど、活動の幅が多岐にわたりました。1日に2 - 3チームが分かれて活動することもあり、メンバー一同、挑戦の毎日が続きましたが、協力しながら活動をおこないました。


　この報告書の作成は参加したメンバーで分担をしながらまとめております。トピックごとにメンバーの個性の豊かな内容になっております。　ぜひご覧ください。








NPO法人　トチギ環境未来基地
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2011年５月18日(水)～７月15日(金)





Conservation Corpsプログラム2011春　活動報告書





（　報告　：　千波　博希　）
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